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研究成果の概要： 
 ディアスポラのアイデンティティは常識的には堅固なものだと考えられているが、決して不
変のものではなく、時代状況の変遷とともに変わっていく。その変化を主導する重要な要素は
文学であるとの仮定の下、トランシルヴァニアのドイツ人、ブコヴィナのユダヤ人、チェコお
よびシンガポールのタミル人マイノリティなどの文学を材料に、グローバル化のなかでマイノ
リティが自らのディアスポラ・アイデンティティをいかに捉え直そうとしているのか、またそ
の再編の中で彼らの文学がいかなる変容を遂げつつあるのかを分析し、そこに描出されたマイ
ノリティ意識、すなわちアイデンティティの変遷を検証した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 1,800,000 540,000 2,340,000 

２００８年度 500,000 150,000 650,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 2,300,000 690,000 2,990,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：文学・各国文学、文学論 
キーワード：その他の各国文学 
 
１．研究開始当初の背景 
 国や民族の「境界」を超えていくグローバ
ル化の波のなかで、「祖国」と定住先との物
理的な距離は克服可能なものとなり，マイノ
リティにとって「ディアスポラ」は，強いら
れた状況というよりは，個々人が自ら選び取
った状況へとその意味を変えつつある。彼ら
のディアスポラ・アイデンティティは再編を
迫られているのである。同時に、これらマイ
ノリティの文学は，グローバル化のなかでよ
り強力に「祖国」に向けて発信可能になり，

多元的な文化のあり方への関心が強まって
いることも与って，「祖国」の側が「ディア
スポラ」に注ぐ眼差しをも変えはじめている。 
 近代の文学研究は，国家の「正史」とその
共有による紐帯の形成というナショナリズ
ムの成立過程に並行して発展してきた。その
ため，文学の規範もまた，その成立過程にお
いて，領土化された政治的単位を暗黙のうち
に想定していた。その意味でディアスポラ文
学は，従来は，ある言語文化圏で最も周縁的
位置にある集団の文学営為を意味しており，



当該言語文化圏の主要地域における受容も
非常に遅れている。しかし，本研究はこの文
学を，近年，文化研究や歴史学，社会学，文
化人類学，政治学等の視点から学際的に展開
されているディアスポラ研究の成果を踏ま
え，その多元文化性という積極的視点から捉
えようとした。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、グローバル化のなかでマイノリ
ティが自らのディアスポラ・アイデンティテ
ィをいかに捉え直そうとしているのか、また
その再編の中で彼らの文学がいかなる変容
を遂げつつあるのかを解明し、文学という営
みが、ディアスポラ・アイデンティティの再
編にいかなる役割を果たしているかを明ら
かにしようとするものである。また、グロー
バル化のなか、ディアスポラ文学がより強い
メッセージを発信可能になったことで、「祖
国」にいかなる眼差しの変化をもたらし、「祖
国」との文化的影響関係を変えつつあるかを
も明らかにする。 

また，「祖国」におけるディアスポラ文学
の受容状況を分析し，グローバル化が「祖国」
におけるディアスポラの理解をどのように
変化させ，それはいかなる政治的社会的意味
を持つのかを捉える。 
 そのうえで，各事例研究で得られた成果を
比較・検討し，グローバル化がマイノリティ
のディアスポラ・アイデンティティをどのよ
うに変え，またそれが文学を通して，「祖国」
との関係をどのように変容させているのか，
その政治的社会的意味を事例に即して検討
する。 
 後述のように我々はこのテーマに対して、
安易な結論的文句で総括することをあえて
していない。同じ視点から様々なディアスポ
ラを観察し,その様相を総合すると、その相違
のはなはだしさに驚かされたためである。 
 
３．研究の方法 
研究体制 
 本研究では、ディアスポラ文学に対するグ
ローバル化の影響を多面的に把握し，複数の
事例を比較検討して理論化を試みるため，４
名の研究者による共同研究とした。研究代表
者および研究分担者はそれぞれ事例研究を
行い，その結果について共同で討議した。研
究計画実施の統括と議論のとりまとめは，研
究代表者が担当した。分担テーマは以下の通
りである。 
 
(1)鈴木道男「開かれた鉄のカーテンとトラン
シルヴァニア・ザクセン人文学の変容」 
 チャウシェスク政権を倒したクリスマス
革命の後、堰を切ったようにトランシルヴァ
ニア・ザクセン人たちがドイツ本国へ「帰郷」

し、ルーマニアのザクセン人にはほとんど高
齢者しか残らないという状況に至った。ルー
マニアに留まった人とドイツに暮らす人と
の間をさえぎるのはもはや移動可能な空間
的距離しかないのだが、本国に「帰った」人
は過去に味わったことのない疎外感に襲わ
れ、逆にルーマニアへの「帰郷」を目指す動
きも顕在化している。ドイツにあって疎外感
の文学を生んでいるザクセン人たちは、本来
同一であるはずの「ドイツ人」のなかで、き
わめて特殊な形態のディアスポラになって
いるととらえることができるのである。中世
に入植して以来のトランシルヴァニア・ザク
セン人のアイデンティティの変遷に関する
研究をふまえ、８００年以上もディアスポラ
であり続けた人々の「ディアスポラ性」が決
して一様ではなかったことに着目し、彼らの
「疎外の文学」を意味づけ、ディアスポラと
アイデンティティの問題に関する研究に寄
与する。 
 
(2)山下博司「シンガポールにおけるディアス
ポラ文学の再編－タミル語文学を中心に－」 
 シンガポールでは，強い国家権力による文
化政策が推進されるなか、華人、インド系住
民、マレー系住民の文学が再定義され、国民
統合の大義のもとに各民族集団の文学的伝
統が再編されつつある。シンガポールにおけ
るディアスポラ文学再編の現状を，タミル語
の文学や文筆活動を中心に考察した。 
 
(3)藤田恭子「東欧革命後のブコヴィナ・ユダ
ヤ系ドイツ語文学受容におけるブコヴィナ
像の変容」 
 ブコヴィナは旧ハプスブルク帝国領で，第
一次世界大戦後ルーマニア領となり，第二次
世界大戦中のユダヤ人虐殺を経て，戦後，北
部はソ連邦ウクライナ領に，南部はルーマニ
ア領に分断された。この地域では，ルーマニ
ア領となった後，数多くの優れたドイツ語詩
人たちが輩出した。しかし彼らは第二次世界
大戦後に，東西ヨーロッパ，アメリカ，イス
ラエル等世界各地へ離散したため，その認知
が遅れた。ドイツ語圏で彼らの作品がブコヴ
ィナの名を冠してはじめて紹介されたのは，
1982 年である。だが，1989 年の東欧革命を
機に，ブコヴィナは，ハプスブルク帝国の平
和的多民族共生のシンボルとしてドイツ語
圏のメディアに頻繁に登場し，彼らの詩作も
また多く読まれるようになる。ブコヴィナ出
身のユダヤ系ドイツ語詩人たちがディアス
ポラのなかで描いた「故郷」と彼らを長らく
周縁に押しとどめていた主要ドイツ語圏で
東欧革命後に称揚されたブコヴィナ像との
落差を探り出し，その政治的社会的意味を解
明する。 
 



(4)佐藤雪野「チェコにおけるマイノリティ文
学の変容」 
主たる事例として，チェコのユダヤ系ドイツ
語作家レンカ・ライネロヴァー(1916- )を取
り上げる。ライネロヴァーは両次大戦間期の
プラハで成長し，第二次世界大戦中，ユダヤ
人迫害を逃れてメキシコへと出国したが，戦
後，社会主義国となったチェコスロヴァキア
に帰還し，東欧革命を経て現在もドイツ語で
の著作活動を続ける「プラハ最後のドイツ語
作家」である。彼女の人生と作品における生
国の政治的変遷及び戦争の与えた影響を、現
在に至るまで時系列的に考察することによ
り、ディアスポラ・アイデンティティの変遷
を検討する。 
 
４．研究成果 
 研究代表者および研究分担者はそれぞれ，
ルーマニアからの「帰還」ドイツ人，シンガ
ポールやクアラルンプルのインド系および
華人系マイノリティ，ブコヴィナの離散ユダ
ヤ人，チェコのユダヤ人の文学について，グ
ローバル化のなかでマイノリティが自らの
ディアスポラ・アイデンティティをいかに捉
え直そうとしているのか，またその再編の中
で彼らの文学がいかなる変容を遂げつつあ
るのかを分析した。また，「祖国」における
ディアスポラ文学の受容状況を分析し，グロ
ーバル化が「祖国」におけるディアスポラの
理解をどのように変化させ，それはいかなる
政治的社会的意味を持つのかを考察した。 
 そのうえで，各事例研究で得られた成果を
比較・検討し，グローバル化がマイノリティ
のディアスポラ・アイデンティティをどのよ
うに変え，またそれが文学を通して，「祖国」
との関係をどのように変容させているのか，
その政治的社会的意味はなにかを明らかに
した。 
 研究代表者と研究分担者藤田恭子の事例
に即してこれを分かりやすく示す。 
 中世に移民が開始して以来、トランシルヴ
ァニアのドイツ人たちは、常に特権を付与さ
れ、ハンガリー人貴族とセーケイ人とともに
三民族議会を構成し、自治を守り通してきた。
しかし、民族主義の高まりによって、この地
がハンガリー、その後ルーマニアという「民
族国家」に帰属することになってはじめて、
彼らの自治権は剥奪され、自らをマイノリテ
ィと位置づける必要に迫られた。彼らは自治
の回復のため、戦間期にこぞってナチズムを
信奉した。そして第二次大戦の結果、多くが
トランシルヴァニアを追われ、ドイツ本国に
｢帰還｣することになる。ルーマニアに残った
人々の多くも、チャウシェスク体制の崩壊後,
堰を切ったように帰還してきた。 
 戦前の「帰還者」はナチスの大義に従った。
戦後すぐの恐ろしい迫害を経た帰還者たち

の真情の中には、まだナチス時代のドイツと
の共鳴観が失われていなかった。ナチズムに
拠る限り、かれらはディアスポラではなく、
｢ドイツ世界の東の護り｣でいることができ
たのである。50 年代においても、帰還ドイツ
人たちの雑誌『南東ドイツ四季報』には、ナ
チズムの語彙があふれた詩が何のこだわり
もなく掲載されているのを観察することが
できる。しかしナチスの時代に形成されたド
イツとの一体感が、戦後は逆にドイツの人々
との間に立ちはだかった。ナチス時代の言語
の呪縛に、彼らは長く縛られ続けたからであ
る。ドイツの人々と共に｢総懺悔｣をするのが
後れたこと、これが彼ら以外と彼らとに大き
な壁を作ることにもなっていた。 
 しかし、当初『南東ドイツ郷土通信』であ
った誌名から「郷土」がはずされ、掲載作品
にも多様性が見られるようになり、戦争体験
や阻害などをテーマにしたものが現れ、また
パウル・ツェラーンの作品の掲載や、モーゼ
ス・ローゼンクランツの発掘といった、ユダ
ヤ系文学の紹介に対する貢献が行われるよ
うになってくる 
 とはいえ、『南東ドイツ四季報』掲載の論
文や文学作品に表明されているアイデンテ
ィティの意識には、急激な変化が見られない。
これは編集委員会と、その背後にあり続けた
南東ドイツ文化工房の合議あるいは抗争と
いうクッションが編集に影響していること
を覗わせる。とはいえ、クリスマス革命以後
の掲載詩の多様化は著しい。そしてあらたな
帰還者を特徴付けるのは、ルーマニアの地に
もドイツにもアイデンティティを求めるこ
とができない二重のディアスポラ状態の苦
悩である。文化工房が形を変えて主要メンバ
ーが大学の付置機関となった 2001 年以降、
ますます帰還者の生の声を表出した論文と
作品が雑誌を彩るようになっていると思わ
れる。そして現在、彼らの雑誌はミュンヒェ
ン大学の付置研究機関の機関紙『反映』とな
り、広く読まれるものへと脱皮するに至った。
作品を通じてこの「二重のディアスポラ状態
の苦悩」を訴え続けたことが文化行政を動か
したということもできる。 
 グローバル化の中でトランシルヴァニア
とドイツとはあらゆるメディアが瞬時に通
じ、2 時間の飛行が隔てるに過ぎなくなって
いる。いちどドイツに帰還した人々が、トラ
ンシルヴァニアに「再帰還」する動きも見ら
れる。彼らの作品もこの雑誌から読むことが
できる。現在の「帰還ドイツ人」はディアス
ポラの苦悩を引きずっているが、次の世代は
果たして自らをディアスポラと規定するの
か、その心情を捉えるために、この雑誌の消
息を今後を注視する必要がある。すなわち、
グローバル化は一つのディアスポラを過去
のものにするかも知れないからであり、それ



を教えるのも文学であるからである。 
 各研究分担者も、事例に応じて同様の分析
をおこない、ディアスポラのアイデンティテ
ィの流動性と、それを文学が鏡のように反映
し、かつその作品が共感を持って読まれるこ
とでマイノリティのアイデンティティが新
たに醸成される状況を描出するに至ってい
る。 
 藤田は現在のウクライナとルーマニアに
またがる、ハプスブルクの東方経営の拠点で
あったブコヴィナでドイツ人と同等の権利
を付与されて暮らしていたユダヤ人たちの
文学における「ブコヴィナ像」に着目し、以
下の結論を得ている。 
第二次世界大戦後に、「第二のディアスポラ」
の民となったブコヴィナのユダヤ系詩人た
ちが、故郷ブコヴィナを振り返り、ハプスブ
ルク領時代の「平和的」で多様な民族や文化
が「共存」していた時代を愛おしむような内
容のテクストを生み出した背景には、ショー
アーの罪過を経てもなお、その「過去の克服」
が遅々として進まないドイツやオーストリ
アへの批判と憤りがあったことをも、見過ご
してはならない。この現実に対しツェランは、
故郷の思いを深めつつも、詩作においてはむ
しろ孤独な道を選んだ。ドイツ語による従来
の表現法を徹底的に解体し、ナチズムと通底
すると思われる部分を一切排した新たなド
イツ語表現を模索していった。他方、アウス
レンダーやローゼンクランツ等は、ショーア
ーの過去を経てもなお、ドイツ語話者にして
表現者である自らの存在を受け入れてくれ
ようとせず、「よそ者」として扱う戦後のド
イツやオーストリアの状況への絶望を背景
に、自らのアイデンティティをハプスブルク
領時代の故郷ブコヴィナに求め、詩作のなか
で、寛容の精神に満ちた多文化性を謳った。
それは彼らにとって、戦後のオーストリアや
ドイツに対する、一つの異議申し立てでもあ
ったのである。 
一方、東欧革命後のドイツやオーストリアで
は、ナショナルな感情が高揚するものの、ナ
チズムの過去ゆえに、それを正面に掲げるこ
とはできないというジレンマに陥っていた。
それゆえ、「多文化性」を前面に出しつつ、
実際には「ドイツ文化」の優位を含意するブ
コヴィナ像は、「ヨーロッパ統合」の旗印の
もとで、ドイツ文化ナショナリズムを顕彰す
るために、実に便利な素材となったのである。
ブコヴィナのユダヤ系詩人たちがディアス
ポラのなかでアイデンティティを模索し、う
ち立てたブコヴィナ像は、東欧革命以後のド
イツやオーストリアで、こうして「多文化共
生」という砂糖をまぶされた、新たなドイツ
文化ナショナリズムの言説へと「再編」され
た。こうして、「ドイツ」と「ユダヤ」の錯
綜する関係は、さらに続いていく。ドイツや

オーストリアにおける「過去の克服」は、ヨ
ーロッパ統合のなかで新たな局面を見せつ
つ、まだ終わっていない。 
 藤田がこのように示すように、本研究が扱
う限りの内容においても、ディアスポラの問
題は、ほぼ地域を同じくするトランシルヴァ
ニアのドイツ人とはまったく異なった様相
を呈している。問題の深さと、容易な結論付
けを我々自らに対して制止する所以である。 
 その他の分担者の成果については、次の主
たる論文等を参照されたい。佐藤はレンカ・
ラネルヴァーという作家個人におけるチェ
コ語とドイツ語の問題に焦点を当て、山下は
東南アジアの様々なインド系マイノリティ
の宗教的作品に焦点を当てて同様の問題に
光を当てている。 
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